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ドイツの伝統行事と移民・難民問題 

 

ドイツは人口の過半数がキリスト教徒で（カトーリッシュ 29.9％、エヴァンゲーリッシュ 28.9％、2017年

連邦統計庁）、クリスマスは最も大切な祭日です。フランクフルト在勤中、いつも泥だらけの隣家のいた

ずら坊主が背広にネクタイ姿で現れ、両親に従ってミサに行ったのにはびっくりしました。 

 

日頃キリスト教徒に課される教会税を払うだけで教会に行かない人たちも、ミサには参加して祈りを捧

げます。決してバカ騒ぎはしない静謐（せいひつ）な聖夜です。勤勉で質実剛健なドイツ人に相応し

い宗教的伝統を目の当たりにした思いでした。 

 

ところが大晦日には、これが同じドイツ人かと疑うほど、町中が飲めや歌えの乱痴気騒ぎとなり、カウン

トダウンが始まる前から若者たちは爆竹で越年を祝います。我が家が初めてハンブルクで大晦日を迎

えた時は（１９６５年）、教会の２４時の鐘と共に港やアルスター湖畔で一斉に大仕掛けの花火が打ち

上げられ、爆音がはらわたに響き、夜空は忽ち火の海と化しました。思わず幼いころ名古屋で経験し

た米軍機による大空襲を思い出しました。この爆竹や仕掛け花火によるバカ騒ぎも全独共通の伝統

的なものです。 

 

難民が 3年前ケルンの大聖堂前広場で起こした集団暴行事件は、ドイツの伝統的お祭りに悪乗りした

許しがたい暴挙です。ドイツでは、カウントダウンの瞬間はそばにいる初対面の人に抱擁しても許され

る古くからの習慣がありますが、これが難民に悪用され、騒ぎがエスカレートしたものと思われます。 

 

最近はキリスト教徒が減少する一方、旧東独出身者を中心に教会税が免除される無宗教者が 2961

万人（35.7％）にも達し、出生率が高いムスリムが 360 万人（4.3％）を越えていると言われています。

将来のドイツのクリスマスはどうなるのでしょうか？ 

 

難民政策のポインは、人道主義に根差しながらも、少子化によるドイツの人口構成を補正するドイツ居

住者として、またドイツの社会保障制度の担い手として、どうしたら難民をドイツ社会に同化させること

が出来るかです。 横浜市とフランクフルト市のパートナー提携５周年式典が２年前にフランクフルトの

カイザーザールで行われました。祝辞を述べた私に握手を求めた副市長さんの名刺には

「Integration（同化政策）並びに教育（Education）担当」と記されていました。前年の２０１５年に約

百万人の難民が入国したのち、彼らのドイツ社会への適応が喫緊の課題となり、ドイツ語教育と職業

教育が各自治体の最優先課題となった由でした。 

 

キリスト教国が、大量に流入したムスリムを同化させることが可能なのか？壮大な歴史的実験がいまド

イツで進んでいます。 

 

JDGY は今年設立９年目に入ります。今年一年の会員皆様のご健勝・ご多幸をお祈り申し上げます。

（了）  横浜日独協会会長  早瀬 勇 


